









The forming process of positive emotion towards “TAIBATSU” and, the 
structure of extracurricular sports activities, which all converge to “growth”： 
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景をモデルケースとした A 高等学校女子ハンドボール部（以下、「A 高校女子ハンド部」
と略す）を加えた 3 つの事例を比較検討することによって明らかにする。 
 







 一方で、日本では 1970 年代後半から 1980 年代にかけて、校内暴力など、学校の荒廃の
対抗策として体罰が用いられた歴史を有する。特に、部活動のなかでは管理主義体制の 1







3 管見の限り、2013 年から 2016 年末までの間に部活動における体罰を主題とした論文等












ている。その後、1886 年には表記がなくなるが、1890 年小学校令9第 63 条で再び表記さ





                                                   
4 戸塚ヨットスクール創始者の戸塚宏などがあげられる。 
5 東京高裁、昭和 56 年 4 月 1 日判決、昭和 55 年（う）第 292 号、暴行被告事件、原審水










6 庄形篤 2012「体罰受容のメカニズム―A 高等学校女子ハンドボール部の事例」2011 年
度早稲田大学修士論文：16-22。 
7 明治 12（1890）年 9 月 29 日太政官布告第 40 号。 
8 文部省 1981「教育令（明治十二年九月二十九日太政官布告第四十号）」文部科学省 HP
＜http://www.mext.go.jp/b_menu/hakusho/html/others/detail/1317966.htm＞（参照
2017-12-29）。 
9 明治 23（1890）年 10 月 7 日勅令第 215 号。 







件数を文部科学省の報告12から見ていくと、2011 年度 51 件13、2012 年度 948 件、2013
年度 517 件、2014 年度 123 件、2015 年度 100 件となっており、2012 年度をピークに減
少傾向にあるという見方もできるが、2014 年度と 2015 年度は 100 件付近で安定してきた
と見ることもできる（図 1）。さらに、公立学校における発生件数に焦点を当てると 2015











                                                   
12 文部科学省 2013a「体罰に係る懲戒処分等の状況一覧」文部科学省 HP＜http://www.
mext.go.jp/component/a_menu/education/detail/__icsFiles/afieldfile/2013/02/21/133112
7_04.pdf＞（参照 2017-12-29）、文部科学省 2015a「体罰の実態把握について（平成 25
年度）」文部科学省 HP＜http://www.mext.go.jp/component/a_menu/education/detail/__i
csFiles/afieldfile/2015/01/30/1354718_20.pdf＞（参照 2017-12-29）、文部科学省 2015b「体
罰の実態把握について（平成 26 年度） 」文部科学省 HP＜http://www.mext.go.jp/compo
nent/a_menu/education/detail/__icsFiles/afieldfile/2015/12/25/1365261_04.pdf＞（参照 2
017-12-29）、文部科学省 2015c「体罰の実態把握について（平成 27 年度）」文部科学省 H
P＜http://www.mext.go.jp/component/a_menu/education/detail/__icsFiles/afieldfile/201
6/12/21/1380741_02.pdf＞（参照 2017-12-29）参照。 
13 2011 年度以前は、公立学校のみを対象に調査が行われているため、2011 年度は公立学
校のみの発生件数であり、2012 年度以降は公立学校に加え国立学校と私立学校も含む。 














図 1 部活動(高校) における体罰の年度別発生件数（文部科学省 HP をもとに筆者作成） 
 





















院大学紀要』8：221‐227．富江 2009 前掲書、梅津迪子 2009「成育過程の経験によって
情勢される体罰観・暴力観の研究」『聖学院大学論叢』21（3）：173-190 などがあげられ
る。 
















                                                   
19 Aaron L. Miller．2013．Discourses of Discipline：An Anthropology of Corporal 























22 Miller2013 前掲書。 



























の提示として第 1 章で述べる。 
 
 第 2 項 部員の体罰肯定意識 
 
                                                   
24 坂本 2011 前掲書。 
25 坂本 2013 前掲書。 
26 松田 2015 前掲書。 
27 松田 2016 前掲書。 




























                                                   

































                                                   
34 坂本 2015 前掲書：4。 




































































                                                   
42 例えば、山下晋司・福島真人編『現代人類学のプラクシス』有斐閣アルマや春日直樹
2011『現実批判の人類学：新世代のエスノグラフィへ』世界思想社などがあげられる。 









の多様性を理解すること、の 3 つをあげている（同上：67-70）。 























元部員 6 人48に加え、女子マネージャー1 人49と後輩部員 1 人50にそれぞれ 1 時間から 2 時
間程度の半構造化インタビューを行い、必要が生じた場合はメールなどを用いて追加調査
を行った51。また、加罰者である顧問教員への聞き取り調査も行った52。さらに、対象とし
た OB の集まり53（1 回）と B 高校ハンド部の OB 会54（2 回）へのフィールドワーク、く
わえて、対象とした元部員が現役生として在学していた時期ではないが、2010 年 8 月 19
                                                   





51 隆男（2017 年 6 月 13 日実施）、智樹（2017 年 2 月 12 日実施）、祥次（2017 年 6 月 7
日実施）、雅樹（2016 年 12 月 28 日実施）、恭平（2016 年 12 月 27 日実施）、一郎（2017
年 6 月 19 日実施）、絵里（2017 年 2 月 10 日実施）、直樹（2016 年 12 月 26 日実施）。 
52 2011 年 6 月 5 日実施。 
53 2017 年 6 月 11 日実施。 
54 2011 年 1 月 3 日、2017 年 1 月 3 日実施。 
12 
 
日、11 月 9 日、2011 年 1 月 3 日、6 月 5 日、8 月 16 日、8 月 25 日の計 6 回行った当該
部活動の練習へのフィールドワークで得た知見も資料55として用いた。 
 2 つ目は、C 高校男子ハンド部を対象として行ったフィールドワーク調査である。数回
の予備調査の後に、2016 年 12 月 28 日～2017 年 1 月 30 日、2017 年 2 月 19 日～6 月 8
日、2017 年 8 月 8 日～9 月 1 日まで、コーチとして練習や長期遠征合宿などへの参与観察
を中心とした現地調査を毎日行った。そのなかで、資料収集を行い、そこで得た部員 5 人






第 5 節 用語規定 
 
本研究における体罰とは何を指すかということを明らかにしておかなければならない。






の適切な理解促進を図るため、2013 年 3 月に「体罰の禁止及び児童生徒理解に基づく指
                                                   
55 『B 高等学校創立○周年記念誌』も資料として用いるが、対象部活動の特定を避けるた
め、このような形で表記することを了承願いたい。 
56 2017 年 3 月 19 日、3 月 21 日に計 5 人に半構造化インタビューを実施。5 月 6 日に部
員 5 名と主務 1 名に対して集団インタビューを実施。 
57 2017 年 9 月 1 日に半構造化インタビューを実施。 
































ると、2015 年度に発生した体罰のうち、中学校では 25.8％、高校では 34.0％が部活動で

































                                                   




71 現在の部内権力関係の脆弱性を指摘するような論文も提出されている（庄形 2012 前掲
書、馬場建一 2012「学校教育紛争における未成年児童・生徒の周縁化と抵抗：体罰事件の
処理過程を素材に」『法社会学』 77：65-87 ）。 
72 それぞれの国における体罰（Corporal Punishment）の定義の違いには注意が必要と考
えられる。「体罰」という語は、明治初期に当時の文部大輔で文部行政の実質的責任者だっ
た田中不二麿が、1867 年アメリカのニュージャージー州学校法第八十一条の Corporal 
Punishment の訳「身体ノ懲罰」の短縮語として造語したものであるといわれている（牧
正名・今橋盛勝ほか編 1992『懲戒・体罰の法制と実態』学陽書房：7-31 ）。しかし、現在
の日本における「体罰」とアメリカにおける Corporal Punishment には、大きな違いがあ








第 6 節 本論文の構成 
 
 本研究は、部員の体罰肯定意識の形成過程とその背景に関して考察するものである。 
 まず、第 1 章において、本研究の全体にわたる理論モデルを提示する。続く第 2 章と第
3 章は、B 高校男子ハンド部を対象として行った調査をもとに展開される。第 2 章では、
部員の語りをもとに、第 1 章で設定した分析枠組みを用いて B 高校男子ハンド部における
部活動文化73、活動理念や暗黙のコードなど、実際の活動のありようを明らかにする。さ
らに、第 3 章では、B 高校男子ハンド部の部員による体罰に関する意味解釈をイーミック
な次元で明らかにするとともに、エティックな視点から考察を加える。第 4 章は、C 高校
男子ハンド部を対象に行ったフィールドワークをもとにしたものである。まず、C 高校男
子ハンド部における部活動文化を詳細に記述することによって体罰の存在しない部活動の
活動の実態を明らかにする。さらに、部員の 3 年間分の練習日誌や OB の語りから活動理
念に、教員の語りから指導理念に言及し、C 高校男子ハンド部の精神文化を明らかにする。





第 7 節 研究の限界 
 
 本研究は、あくまでも事例研究であり、部活動における体罰の一般化した説明図式を提
                                                                                                                                                     









































                                                   




これに関しては、馬場 2012 前掲書でも同様の指摘がなされている。 
76 これはあくまでも体罰の包括的理解という目的を果たすための研究者としての立ち位
置であり、体罰を肯定するものではないことが明記されている。 






事例の詳細は、庄形 2013 前掲書を参照願いたい。 
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81 本研究において、〈部活動文化〉や〈成長〉と表記する場合は、エティックな分析概念
として用いていることを表現したものである。 
82 庄形 2013 前掲書：102。 
































































































                                                   


























第 3 節 部員側の〈体罰合理化〉という分析概念 
 



































                                                   
































                                                   














第 2 章 B 高等学校男子ハンドボール部における社会・技術・精神文化 
 






































 B 高校男子ハンド部の部員数は、年代によって多少の違いはあるものの、各学年 10 名
前後である。筆者がインタビューを行った学年は、入部当初の部員数は 14、5 名であった
が、1 年時の夏までに 5 名ほどが退部し、卒業時には 10 名であった。退部理由は、「勉強
に専念したい88」、「練習がきつくてついていけない89」、「単純に合わなかった90」などであ
り、「人間関係とかではない91」と認識されている。 







 練習は、基本的には週 7 日間行い、年末年始、お盆や試合後などには適宜休みが設けら






うに、顧問教員が中心となり、「1 つ 1 つの練習に目的があったと思います93」、「理論立て
                                                   
88 隆男 2017 年 6 月 13 日。 
89 隆男 2017 年 6 月 13 日、智樹 2017 年 2 月 12 日。 
90 一郎 2017 年 2 月 12 日。 
91 祥次 2017 年 6 月 7 日。 
92 雅樹 2016 年 12 月 28 日。 























ールでの聞き取り調査を行っている。くわえて、上述した通り、2010 年から 2011 年にか




                                                   
94 祥次 2017 年 6 月 17 日。 
95 隆男 2017 年 6 月 13 日。 
96 隆男 2017 年 6 月 13 日、智樹 2017 年 2 月 12 日、一郎 2017 年 2 月 12 日。 
97 雅樹 2016 年 12 月 28 日。 
98 雅樹 2016 年 12 月 28 日。 
99 祥次 2017 年 6 月 17 日。 
100 絵里 2017 年 2 月 10 日。 
29 
 



























                                                   
101 庄形 2013 前掲書：101-103。 
102 一郎 2017 年 6 月 19 日。 
103 同上。 
104 雅樹 2016 年 12 月 28 日。 
105 絵里 2017 年 2 月 10 日。 
30 
 






























































                                                   
108 庄形 2013 前掲書：104-105。 
109 直樹 2016 年 12 月 26 日。 






























                                                   
111 智樹 2017 年 2 月 12 日。 











しまったように部員にとってはあくまでも流行の 1 つであったと考えられる。 
 
第 5 項 OB 戦・OB 会 
  
B 高校男子ハンド部には OB 会組織があり、会長、幹事長や会計などからなる事務局が
OB によって運営されている。実際は、OB のみでなく女子ハンドボール部の OG も会員
であるが、OB 会と呼ばれている。主な業務としては、年末に行われる懇親会115の開催・
運営、年会費の徴収、現役部員への遠征費補助やユニフォームの寄付などである。年会費
は毎年 1 人 1000 円であり、OB 会の出欠確認はがきに同封される振込用紙を用いて支払
われる。また、OB 会当日に直接支払うことも可能である。 
B 高校には、ハンドボール部を含めて 3 つの部活動が大規模な OB会組織を持ち、毎年、
ホテルのホールを貸し切って大規模な OB 会を開催している。また、学校自体の OB 会組
織の活動も盛んに行われている。 
毎年、1 月 3 日には、OB 戦と OB 会が開催される。OB 戦とは、午前中に体育館で行わ
れる試合のことを指し、OB 会とは夜に行われる懇親会を指す。毎年、11 月頃に OB 会事
務局より、「B 高校ハンドボール部 OB 会ご案内」「出欠確認用返信はがき」「年会費振込用
紙」「保護シール」などが入った封筒が送付されてくる。ご案内には、OB 会の詳細（開催




                                                   
114 直樹 2016 年 12 月 26 日。 
115 OB 会と呼ばれる。実際は懇親会も運営組織もともに OB 会と呼ばれるが、便宜上、こ

















 OB 戦には 30～40 人の OB が集まる。参加者は 10 代と 20 代が中心だが、30 代から 60
代もおり、幅広い年代の OB が試合に参加している。OG は、10 代と 20 台がほとんどで
10～20 人ほどが集まるが、試合には参加せず会話や見学を楽しむだけの者も多い。 
試合は、現役部員チーム、OB ヤングチーム、OB オールドチーム、OB スーパーオール
ドチーム、女子現役チーム、OG チームに分かれて行われる。OB スーパーオールドチー










                                                   
116 智樹 2017 年 2 月 12 日。 
117 祥次 2017 年 6 月 7 日。 
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118 同上。 
119 一郎 2017 年 6 月 19 日。 
































                                                   
126 顧問教員の認識がいかにして形成され、また維持されているのかについて明らかにす
ることは重要な課題であると考えられるが、本稿の目的から逸れるため、別稿に譲りたい。 




































                                                                                                                                                     
意識を以後使用する。 






























第 1 節 隆男 
 











                                                   
134 いわゆる、スターティングメンバーのことをこのように呼ぶ。 
135 ライトウィングとも呼ばれる。ハンドボールのポジションの 1 つ。 
40 
 
第 1 項 被罰経験 
 






















   体罰を受けたかったことがあります。というのも、僕ら 2 人137は戦力として先生の
視野の外にいたので。全く興味がないんですよ、僕らに対して。こっちを向いてほ
しいな、かまってほしいなという意味で体罰を受けたいというのはあったかもしれ
                                                   
136 隆男 2017 年 6 月 13 日。以下、本節における「」内は、特に断りがない場合は同様と
する。 















































































罰合理化〉のプロセスが B 高校男子ハンド部には存在している可能性が示唆される。 
 










また、智樹は、高校 3 年間で 1 度ハンド部を退部しており、その後１週間ほどで復帰し
たという経験を持つ。 
 
                                                   
138 レフトウィングとも呼ばれる。ハンドボールのポジションの 1 つ 


































































































                                                   































                                                   
142 いわゆる「ケツバット」。祥次は「ケツバン」と表現した。 































                                                                                                                                                     
る。 
































































                                                   




第 1 項 被罰経験 
 
























                                                   















































































































第 1 項 被罰経験 
 

















                                                   































                                                   
149 数的有利な状況ができているという意味。 
150 ソテツ科の常緑低木。 
































                                                   
152 ハンドボールのポジションの 1 つ。 






























































                                                   
154 恭平 2011 年メールによる聞き取り。 





































その後、日常的に体罰を受けるようになり、練習試合の時は 1 試合に 1、2 発程度、練



























































































































































                                                   



















第 2 項 後輩部員から見た体罰 
 
 直樹は、筆者が中心的にインタビューを行った学年の 2 学年下の後輩であり、1 年生と
して先輩たちが体罰を受ける姿を見ていた。2 年時には顧問教員が転勤したため、自身は









                                                   































































































                                                   
160 隆男 2017 年 6 月 13 日。 
161 智樹 2017 年 2 月 12 日。 
162 祥次 2017 年 6 月 7 日。 







であると考えられる。しかしながら、B 高校男子ハンド部には、目指すべき 1 つの理想の
部員像は用意されていない。それにもかかわらず、体罰合理化の先に「強くなる」、つまり
は〈成長〉という共通の肯定的意味の付与を行ったのは、なぜだろうか。これに関して、










氏名 高校以前の被罰 出場頻度 被罰頻度 期待のメタファー 意味解釈 当時 インタビュー時 〈成長〉という意味付与
隆男 なし ベンチ 少 ○ レギュラーの証 否定 肯定 あり
智樹 なし ベンチ 少 ○ モチベーションを生む 否定 肯定 あり
祥次 あり レギュラー 中 × あたりまえ・仕方ない 否定 肯定 あり
雅樹 なし レギュラー 中 ○ 自分が悪い、真剣だから 肯定 肯定 なし
恭平 なし レギュラー 多 ○ カッコイイ 否定 肯定 あり
一郎 あり レギュラー 多 × 全く意味がない 否定 否定 なし
表 1 B 高校男子ハンド部における部員の意味解釈の多様性 
71 
 











第１節 C 高校男子ハンド部の概要と筆者の関わり方 
 













 C 高校男子ハンド部は、毎年、各学年 10 名以上の部員を抱え、3 学年合わせると部員数
                                                   





が 30 名を超えることも珍しくない。筆者が調査を行った当時も 3 学年合わせると、30 名
を優に超えていた。さらに、主務と呼ばれる 3 年生男子マネージャー1 人に加え、2 年生






 全体練習は週 6 日行われる。月曜日はコンディショニング・フリーと呼ばれ、病院へ行
ったり、自主練習を行ったりと各々がコンディションを整えるために使われている。その
他、お盆、年末年始やテスト期間等には適宜休みが設けられる。月曜日を除く平日は、毎
朝 7 時半から 30 分間の朝練166が行われる。朝練の内容は時期によって変わるが、トレー
ニングやストレッチなど短時間で行うことが可能なものである。放課後の練習は、基本的
には専用のグラウンドで行われるが、バス移動で近隣の体育館を借りて行われることも多













充てられる。チームで共有されている服飾類に関しては、第 2 節で後述する。 
 顧問教員は、国語の教員であり、C 高校男子ハンド部の卒業生である。20 年以上 C 高




























第 2 節 C 高校男子ハンド部における〈部活動文化〉 
 







部 部則172」と呼ばれる部活内規範が書かれたプリントが配布される（図 2）。 
 
 
C 高等学校男子ハンドボール部 部則 
 
第 1 章 総則 
 
【名称】 
第 1 条  当部は、C 高等学校校友会ハンドボール部と称する。 
第 2 条  当部は、C 高等学校校友会をもって組織する。 
第 3 条  当部は、日本ハンドボール協会・県高等学校体育連盟・県ハンドボール協会に
加盟する。 
 
第 2 章 部員信条 
 
 【目的】 




                                                   













第 5 条  部員は、目的遂行に関し平等の権利を有するとともに、校則・校友会規則・そ
れに準じて規定された部則を厳守する義務を負う。 





第 3 章  運営および各種活動 
 
 【役員構成】 
第 7 条  部の運営のために下記の役員を置く。 
      主務・・・・・・・1 名 
      主将・・・・・・・1 名 
      副主将・・・・・・1 名～2 名 
第 8 条  役員は、監督、部長、コーチの協議により決定し、監督がこれを任命する。 
 【役員の職務】 
第 9 条  主務は、練習進行が円滑になるように努める。また、グラウンド及び用具の管
理、各種事務手続等を担当する。 
第 10 条  主将は、ハンドボール部員の総括責任者である。練習および試合においては常
にリーダーシップをとり、部員内の意見整理に努める。 
第 11 条  副主将は、主将を補佐し、主将が責務を遂行できない場合にはそれを代行する。
部員（特に下級生）の相談役とする。 
 【対外活動】 












第 4 章 入部・休部・退部・除名 
 




第 16 条  途中学年に入部を希望する者は、監督、部長の承認を要する。 
第 17 条  休部は、原則として認めない。 
第 18 条  退部をする場合「退部願」を提出する。ただし、その決定は監督、部長が行い、
部員にその決定権はない。 
第 19 条  部員が、下記に該当する行為をした場合は除名処分とする。 
      ・本校およびハンドボール部の名誉を著しく傷つけた場合。 
      ・ハンドボール部の部則、方針を著しく乱した場合。 
      ・部の活動に無断で欠席することが連続した場合。 
第 20 条  当部より除名処分を受けた部員の再入部は一切認めない。 
 
第 5 章 会計 
 
第 21 条  会計は、部長および保護者会会計係が行う。 
第 22 条  会計係は、部の一切の金銭出納を行う。 
第 23 条  当部の経費は下記により支弁する。 
       ・校友会支給費 
       ・徴収費（活動費として） 
 






























































                                                   
173 練習前にマネージャーが炊飯器で米を炊き、１人１合ずつのノルマが課せられている。 














































































































ツ 3 種類、春秋季期移動用に用いられるチームスウェットとチームロング T シャツ、冬季
移動用に用いられるチームウィンドブレーカーである。1 人合計 6 万円ほどかかるこれら
の服飾類は、部費および保護者会費より支出される。 




 普段の練習のなかで、これらの T シャツはたびたび着用されるが、特に部員全員で合わ
せて着るようなことは行われていない。しかし、練習試合や公式戦のアップなどでは、「今









                                                   
175 部員はそれぞれ数枚のチーム T シャツを保有する。 
176 １年生部員がベンチメンバーに入り、チーム T シャツを持っていない場合は、ベンチ




 チーム T シャツは、さらに違った場面でも機能を果たす。それは毎年、年始に行われる
OB 戦177の場面である。OB 戦後、合宿所に現役生と OB が集まって食事をする際に歴代







ら変わっておらず、OB 戦に当時のチームウィンドブレーカーを着て参加する OB も見受
けられた。これらの共有が連帯意識の形成の一助になるのみでなく、OB と現役部員を繋
ぐツールになっており、ここからも部活動が高校 3 年間の活動のみではなく、OB までも
含んだものであることが指摘される。 
 









                                                   





180 リーダーボイスと呼ばれ、声出しを先導する声出し。3 回あるうちの 1 回を選んで全員
が一度はリーダーボイスを担う。何回目にリーダーボイスを担うかは決められておらず、
自由であるが、毎回同じ人が同じ回に声を出すことが多い。 































                                                   















1．さぁ行こうぜ C 高校 戦いの時が来たー 輝く未来は俺たちのもの 見せてくれよ C
高校魂 
2．C 高校から全国へ この歌を届けよう 目の前の敵をぶっつぶせ われらが C 高校 
3．オーオー it’s my life オーレ―の誇り いーつーもーここに C 高校 so Q love オーオ
ーナイシュー 
4．C 高校がゴールを決めたなら われは歌い踊るだろう C 高校のために決めてくれ さ
ぁゴールをたたきこめー  
5．さぁ行きましょう（リーダー） さぁ行きましょう（全員） お前のシュートで（リー
ダー） お前のシュートで（全員） 試合を決めろ（リーダー） 試合を決めろ（全員） い
け おせ いけ おせ いけー C 高校×2 
6．さぁ行きましょう（リーダー） さぁ行きましょう（全員） お前の当たりで（リーダ
ー） お前の当たりで（全員） 相手を止めろ（リーダー） 相手を止めろ（全員） いけ 
おせ いけ おせ いけー C 高校×2 
7．C 高校 さぁ行こうぜ 俺たちを揺らせー C 高校さぁ輝け 俺たちの誇り（繰り返し） 
8．さぁ行こうぜ どこまでもー 走りだせ 追いかけろ 輝け 俺たちの誇り C 高校 
C 高校 オオーオーオーオオーオオー（繰り返し） 






9．C 高校が好きなら手をたたけ（オー） C 高校が好きなら声あげろ（オー） C 高校が
好きなら盛り上がれ 俺たちゃ C 高校が大好きさ オ・オ・オ・オ・オオオー×3 折れた
ちゃ C 高校が大好きさ 
10．C 高校 C 高校の選ばれし者たちよ、勝利を掴もうぜ シャララーララララララー（繰
り返し） 

















第 4 項 OB 戦と必勝祈願 
 
毎年、1 月 2 日に OB 戦が行われる。午前中に試合が行われ、試合後に保護者が用意し
たカレーを全員で食べる。夜に OB 全体の集まりはなく、各年代や年齢の近い代で集まり、
個々で懇親会を行い、次第に合流していく。このように、OB 会組織があるわけではなく、























C 高校男子ハンド部では、OB 戦の前に学校から 1.5km ほどのところにある神社に必勝
祈願に向かう。当該年は、顧問教員、コーチ陣、部員に加え、7 人の OB が一緒に歩いて
神社に向かった。OB の 1 人が、「バスで行ったら、伝統もクソもない」と語るように、歩
いて神社に向かい必勝祈願を行うことが、C 校男子ハンド部の伝統である。神社では、手
を清め、お参りし、おみくじを引き、記念撮影を行う。その後、境内で集合し、顧問教員
から 1 人ひとりに年賀状が手渡され、それを手に学校に徒歩で帰って OB 戦に移る。 
2017 年には、40～50 人ほどの OB に加え、元マネージャー1 人と保護者約 20 人が参加





















多くの OB が募金する姿が窺えた。 














                                                   
















なく、2 年生の話し合いで決められる。新入生の人数や 2 年生の人数などの状況に応じ、














































                                                   
185 勇気 2 年生 4 月 3 日練習日誌。 
















をもらう。例年、3 年生が引退する 7 月 31 日までは教育係が日誌の添削を担当するという













くわえて、「課題は誰でも見つけられる。その見つけた課題をしっかり 1 つ 1 つ達成し
                                                   
187 新入生練習日誌 4 月 21 日。 
































                                                   







第 7 項 送別試合と送別会 
 



























た。DVDに関して、OB の 1 人が、「DVDの内容はだいぶ感動するような」と語るように、





















いる。練習日誌は 5、6 年前から始められたものであるという。 
 顧問教員は、「日誌は、ハンドボールプレイヤーとしての日々の振り返りをするもの」と
位置づけている。さらに、「個人個人と話す機会は意外と少ないから」と語り、練習日誌を
                                                   
190 この DVDのために、遠征時には必ず集合写真が撮られる。 
































                                                   
193 圭 2 年生 12 月 25 日練習日誌。 
194 瑞樹 1 年生 9 月 15 日練習日誌。 
195 勇気 2 年生 7 月 12 日練習日誌。 




に関しては、第 4 節で言及する。 
 
 
図 6 練習日誌（練習日誌をもとに筆者作成） 
 
第 3 節 C 高校男子ハンド部の活動理念 
 
 上述したように、「C 高等学校男子ハンドボール部 部則」には、活動の目的が明記され
ている。 
 














































ーツマンの育成」という 3 つの大きな目的が掲げられている。 
さらに、部則には部員の取るべき態度も明記されている。 
 






















                                                   
197 瞬 2 年生 4 月 11 日練習日誌。 



















身についてのみならず、「人間として、1 人 1 人まだまだダメなので、1 人 1 人が人間とし
て、チームとして成長、『変化』できるように、努力していきたい208」、「今年度は、チー
ムとして 1 回りも 2 回りも成長していかなくてはならない209」と綴り、〈チームの成長〉
についても言及している。さらに、他の部員も、「1 日 1 日を大切に成長していく210」と〈自
らの成長〉について記すほか、「良いところを引き継いで、チームが成長出来るようにした
                                                   
199 勇気 1 年生 10 月 9 日練習日誌。 
200 瑞樹 1 年生 3 月 6 日練習日誌。 
201 勇気 2 年生 7 月 8 日練習日誌。 
202 勇気 2 年生 7 月 15 日練習日誌。 
203 瑞樹 2 年生 4 月 3 日練習日誌。 
204 勇気 1 年生 9 月 11 日練習日誌。 
205 勇気 1 年生 11 月 3 日練習日誌。 
206 瑞樹 1 年生 7 月 24 日練習日誌。 
207 勇気 2 年生 8 月 22 日練習日誌。 
208 勇気 2 年生 12 月 29 日練習日誌。 
209 勇気 3 年生 4 月 1 日練習日誌。 





























                                                   
211 瞬 2 年生 7 月 23 日練習日誌。 
212 勇気 1 年生 7 月 12 日練習日誌。 
213 瑞樹 1 年生 2 月 12 日練習日誌。 
214 瑞樹 2 年生 1 月 27 日練習日誌。 




























                                                   
216 瞬 2 年生 5 月 3 日練習日誌。 
217 瞬 2 年生 3 月 6 日練習日誌。 
218 圭 2 年生 1 月 24 日練習日誌。 
219 勇気 1 年生 1 月 16 日練習日誌。 
220 勇気 1 年生 3 月 22 日練習日誌。 
221 瞬 2 年生 1 月 7 日練習日誌。 




























                                                   
223 隼人 3 年生 4 月 29 日練習日誌。 
224 瑞樹 2 年生 12 月 9 日練習日誌。 
225 瑞樹 1 年生 8 月 24 日練習日誌。 
226 勇気 1 年生 8 月 24 日練習日誌。 


























                                                   
228 勇気 1 年生 8 月 24 日練習日誌。 
229 隼人 2 年生 10 月 18 日練習日誌。 
230 勇気 2 年生 6 月 14 日練習日誌。 
231 勇気 2 年生 7 月 31 日練習日誌。 
232 勇気 2 年生 11 月 10 日練習日誌。 
233 瑞樹 2 年生 2 月 9 日練習日誌。 
234 瞬 2 年生 10 月 18 日練習日誌。 
235 隼人 3 年生 7 月 9 日練習日誌。 
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236 瞬 2 年生 2 月 9 日練習日誌。 
237 勇気 2 年生 10 月 18 日練習日誌。 
238 隼人 1 年生 11 月 11 日練習日誌。 
239 瑞樹 1 年生 2 月 10 日練習日誌。 



























                                                   
241 瑞樹 1 年生 7 月 11 日練習日誌。 
242 瑞樹 2 年生 5 月 8 日練習日誌。 
243 瑞樹 1 年生 3 月 31 日練習日誌。 
244 勇気 1 年生 2 月 20 日練習日誌。 
245 瑞樹 2 年生 1 月 31 日練習日誌。 
246 瑞樹 1 年生 11 月 1 日練習日誌。 
247 瑞樹 2 年生 2 月 4 日練習日誌。 























あいさつ 1 つできないチームが勝てるはずがない254。 
3 つの S を大切にしていく。①整理、②整頓、③清潔、この 3 つが 1 つでも出来な
いと、強いチームにはなれない255。 
本当に強いチームは、生活面や人への気配りが出来ている256。 
                                                   
249 勇気 2 年生 10 月 25 日練習日誌。 
250 瑞樹 2 年生 2 月 1 日練習日誌。 
251 圭 2 年生 9 月 3 日練習日誌。 
252 隼人 1 年生 12 月 12 日練習日誌。 
253 圭 3 年生 4 月 29 日練習日誌。 
254 勇気 2 年生 1 月 4 日練習日誌。 
255 瑞樹 2 年生 9 月 15 日練習日誌。 



















チームを 1 つにまとめて、いい結果を残せるようにする260。 
勝つという事にこだわりたいと思う。チームが 1 つになって戦えるようにする261。 
キャプテンとしてチームを 1 つにしてチームの中心になれるようにしたい262。 
 





                                                   
257 瞬 1 年生 11 月 17 日練習日誌。 
258 勇気 2 年生 11 月 8 日練習日誌。 
259 勇気 2 年生 11 月 15 日練習日誌。 
260 勇気 2 年生 12 月 7 日練習日誌。 
261 瞬 2 年生 12 月 21 日練習日誌。 



























                                                   
263 瑞樹 3 年生 4 月 20 日練習日誌。 
264 勇気 3 年生 5 月 24 日練習日誌。 
265 瞬 2 年生 8 月 14 日練習日誌。 
266 圭 2 年 11 月 15 日練習日誌。 
267 瞬 1 年生 3 月 15 日練習日誌。 
268 瞬 2 年生 7 月 27 日練習日誌。 






























第 5 節 OB の語る活動理念 
 
                                                   
271 勇気 2 年生 11 月 8 日練習日誌。 
272 瞬 2 年生 10 月 8 日練習日誌。 
273 瑞樹 2 年生 1 月 28 日練習日誌。 
274 瞬 2 年生 2 月 1 日練習日誌。 
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第 3 項 将来のためのコミュニケーション能力 
 
顧問教員はチームで行動することを重要視する。「連帯感や仲間意識はやっぱり持つべき」




































































































































第 5 章 部員の体罰肯定意識の形成過程とその背景 
 


























                                                   
282 恭平 2011 年 8 月 15 日。 































                                                   
284 祥次 2017 年 6 月 7 日。 































                                                   
286 恭平 2016 年 12 月 27 日。 





























                                                   
288 智樹 2017 年 2 月 12 日。 
289 祥次 2017 年 6 月 7 日。 






























                                                   
































                                                   
294 隆男 2917 年 6 月 13 日。 
295 智樹 2017 年 2 月 12 日。 
296 同上。 






























第 3 項 〈経験としての部活動〉から見る体罰肯定意識の形成過程 
                                                   
298 同上。 
























第 2 節 C 高校男子ハンドボールにおける〈成長〉と体罰の認識 
 
 本節では、C 高校男子ハンド部における部員と OB それぞれの体罰の認識を概観した後、
4 人の OB の語りもとに C 高校男子ハンド部における〈成長〉と体罰の認識の関係につい
て〈経験としての部活動〉と〈経験としての叱責〉という分析概念を用いて考察する。 
 
第 1 項 部員の体罰に関する認識 
 





 圭は、中学校で部活動としてレスリングを行っていた。部員数が 8 名ほどの小規模な部

























                                                   
300 圭 2017 年 3 月 21 日。以下、本項における圭の発言は同様。 































                                                   
302 隼人 2017 年 3 月 19 日。以下、本項における隼人の発言は同様。 





























 第 2 項 OB の体罰に関する認識 
 
 本項では、C 高校男子ハンド部の 4 人の OB が、これまでのスポーツ場面において被罰
                                                   






























                                                   
305 落合 2017 年 1 月 26 日。以下、、特に断りがない場合、本節における落合の発言は同
様。 
306 田村 2017 年 10 月 1 日。以下、本節における田村の発言は同様。 






























                                                   
308 林 2017 年 10 月 1 日。以下、本節における林の発言は同様。 
309 落合 2017 年 1 月 26 日。 

















第 4 項 〈経験としての部活動〉から見る〈成長〉と体罰の認識 
 













                                                   







































第 3 節 まとめにかえて：〈成長〉に収斂する部活動の構造 
 
本節では、A 高校女子ハンド部も含め、3 つの部活動を比較検討することによって体罰










ド部ではすべての部員に 1 つの体罰合理化モデルが共有されていた。 











                                                   


























 第 1 章では、モデルケースとなる先行研究をもとに、〈部活動文化〉という分析枠組み
にくわえ、〈成長〉、〈体罰合理化〉と〈経験としての部活動〉という分析概念を抽出し、本
研究の全体をつらぬく理論モデルとして提示した。 


















第 4 章では、C 高校男子ハンド部におけるフィールドワークをもととして〈部活動文化〉

























































おく。高等学校学習指導要領（平成 21 年 3 月）第 1 章総則第 5 款と第 2 章第 6 節第 3 款
で部活動について規定されている。 
 
































                                                   
313 文部科学省 2011 前掲書：8。  
314 同上：75。 








   ・自主性、協調性、責任感、連帯感などを育成する。 
   ・自己の力の確認、努力による達成感、充実感をもたらす。 
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